
四
、
婦
人
の
学
習
会
、
女
性
史
研
究
　
　
　
奥
　
田
　
和
　
美

一
九
七
〇
年
代
に
入
り
高
度
経
済
成
長
の
進
展
と
と
も
に
、
女
性
の
職
場
進

よ
り
人
間
ら
し
く
解
放
さ
れ
た
い
と
願

っ
た
時
、
直
面
し
た
様
々
の
社
会
的
、

観「
一的婚嘲̈
ば［脚
「理』豪［思いつ『「醐脚秒』寸呻聰隔い帥ない

の
問
題
が
人
類
の
幸
福
実
現
に
と

っ
て
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
あ
る
こ
と
が

剣
囃
“
雛
一
雌
ド
罐
嚇
姓
疇
嗣
蒙
融
岬
畔
い
だ
姉
」
に
疇
淵
綱
¨
聟
酬
『
静
紹

さ
れ
、
か
つ
て
の
女
性
史
論
争
に
み
ら
れ
た
様
々
な
「
解
放
史
」
か
「
生
活
史
」

い級『詢轍̈
呻鄭嘲はμは放っな削剌錦柿輛“、は然っは面か齢』郷講

問
題
、
老
人
福
祉
問
題
な
ど
が
、
婦
人
間
題
ゃ
女
性
史
に
リ
ン
ク
し
て
い
く
こ
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と
が
認
識
さ
れ
て
き
て
い
る
。
人
類
の
半
分
を
担
う
女
性
が
ど
ち
ら
に
動
く
か

に
よ

っ
て
、
ど
の
様
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
の
か
に
よ

っ
て
、
人
類
の
未
来
が

決
定
す
る
の
で
は
な
い
か
と
女
性
自
身
も
自
負
し
、
ま
た
政
府
や
自
治
体
も

「
女
性
の
活
力
」
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

神
奈
川
県
で
は

一
九
八
二
年
に

「
神
奈
川
女
性
プ
ラ
ン
」
が
発
足
し
、
自
治

体
レ
ベ
ル
で
の
女
性
の
参
加
の
問
題
を
め
ぐ

っ
て
様
々
な
提
案
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
社
会
教
育
の
場
で
も
、
婦
人
間
題
、
女
性
史
が
取
り
上
げ
ら
れ

る
こ
と
が
八
〇
年
前
後
に
多
く
な
り
、
地
域
史
研
究
と
ど
う
結
び
つ
く
の
か
、

つ
か
な
い
の
か
、
興
味
の
持
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
、
神
奈
川
県
内
の
女
性
の
学
習
会
、
サ
ー
ク
ル
活
動
が
趣
味
や
リ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
中
心
で
あ
る
こ
と
は
当
然
だ
が
、
自
治
体
主
催
の
社
会
教
育
を
き

っ
か
け
に
婦
人
問
題
、
女
性
史
を
学
習
す
る
グ
ル
ー
プ
も
増
え
つ
つ
あ
る
よ
う

で
あ
る
。
第
二
回
、
第
四
回
の

「
女
性
史
の
つ
ど
い
」
報
告
集
所
載
の
名
簿
な

ど
で
神
奈
川
県
下
で
の
グ
ル
ー
プ
を
ひ
ろ

っ
て
み
る
と
、
二
十
二
の
会
が
確
認

で
き
る
。
そ
の
内
の
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
を
こ
こ
で
紹
介
し
て
み
よ
う
。

グ
ル
ー
プ
江
藍

（川
崎
市
）
　

一
九
八
二
年
発
足
。

会
員

一
八
名
。
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
県
民
ア
カ
デ
ミ
ー
受
講
者
が
メ
ン
バ

ー
。
神
奈
川
女
性
史
年
表
作
成
中
。

日
本
女
性
史
研
究
会
よ
こ
は
ま

（横
浜
市
）
　

一
九
七
九
年
、
三
〇
名
で
ス

タ
ー
ト
。　
一
九
八
三
年
よ
り

一
五
名
。
成
人
学
級

「
『
女
大
学

』
を
読
む

会
」
の
受
講
者
。
学
習
会
月

一
回
。
講
師
に
よ
る
講
義
な
ど
。

保
土
ケ
谷
女
性
史
セ
ミ
ナ
ー

（横
浜
市
）
　

一
九
八

一
年
ご
ろ
結
成
。
四
、

五
名
―

一
〇
名
の
参
加
者
、
四
、
五
〇
代
が
中
心
。
社
会
教
育

「
『
女
大

学

』
を
読
む
会
」
の
受
講
者
が
中
心
メ
ン
バ
ー
。
中
央
公
論

『
日
本
の
歴

史

』
で
学
習
中
。

神
奈
川
県
婦
人
運
動
史
研
究
会

（横
浜
市
）
　

一
九
八
〇
年
結
成
。　
一
一
名
。

全
員
働
く
女
性
。
年
表
、
新
聞
記
事
索
引
、
聞
き
書
き
調
査
な
ど
実
施
。

会
報

『
神
奈
川
の
婦
人

』

茅
ケ
崎
女
の
未
来
を
考
え
る
会

（茅
ケ
崎
市
）
　

一
九
八
二
年
。
市
の
教
育

講
座

「
女
性
史
」
受
講
者
で
結
成
。
学
習
会
月

一
回
。

『
女
大
学

』
な
ど
。

横
須
賀
女
性
史
研
究
会

（横
須
賀
市
）
　

一
九
八

一
年
。
三
〇
―
七
〇
代
で

六
〇
名
ほ
ど
。
社
会
教
育

「
『
女
大
学

』
を
読
む
会
」
受
講
者
。
古
代
史

か
ら
勉
強
会
実
施
。
地
域
の
古
老
の
聞
き
取
り
も
行
な
う
。

こ
れ
ら
は

一
部
の
紹
介
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
他
に
地
区
の
図
書
館
を
中
心

に
し
た
読
書
会
で
も
女
性
史
を
取
り
上
げ
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
、
ま
た
特
定
の

講
師
の
先
生
を
囲
む
会
な
ど
も
あ
る
様
で
あ
る
。
い
づ
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら

の
学
習
会
、
グ
ル
ー
プ
の
活
動
形
態
な
ど
を
見
る
と
、
公
民
館
や
図
書
館
を
足

場
に
し
た
地
域
密
着
型
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
身
近
な
と
こ

ろ
で
し
か
も
お
金
を
か
け
ず
に
、
活
動
の
で
き
る
場
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
女

性
の
学
習
会
、
女
性
史
研
究
に
と

っ
て
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
示
す
も
の
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、

『
女
大
学

』
に
端
的
に
あ
ら
わ

れ
て
い
る
様
に
、
学
習
会
の
内
容
が
女
性
の

「
生
き
方
論
」
に
結
び
つ
い
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
活
動
の
形
態
は
地
域
密
着
型
だ
が
、
学
習
の
内
容
は
地
域
そ

の
も
の
で
な
く
、
婦
人
問
題
や
生
き
方
に
方
向
を
見
い
だ
す
た
め
の
歴
史
の
学

習
な
ど
が
あ
る
。

京
浜
歴
史
科
学
研
究
会
に
主
婦
の
参
加
が
少
な
い
の
は
、
理
由
の
な
い
こ
と

で
は
な
い
。
地
域
に
密
着
し
て
い
る
人
が
必
ず
し
も
地
域
史
を
や
る
と
は
限
ら

な
い
。
又
、
生
活
区
域
は
み
な
異
な
る
と
い
う
集
団
が
地
域
史
を
や
ろ
う
と
し

て
い
る
例
も
あ
る
。
女
性
の
生
き
方
論
を
さ
ぐ

っ
て
い
っ
た
ら
地
域
の
問
題
に

ぶ
つ
か

っ
た
、
と
い
う
よ
う
に
な
ら
な
い
と
女
性
の
参
加
は
む
ず
か
し
い
だ
ろ

う
。
逆
に
、
地
域
史
の
問
題
か
ら
人
の
生
き
方
を
ど
う
刺
激
で
き
る
か
、
と
い

う
こ
と
も
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
地
域
史
に
せ
よ
、
女
性
史
に
せ
よ
、
従
来
の

歴
史
研
究
の
枠
組
を
大
き
く
は
ず
れ
た
分
野
で
ど
れ
だ
け
豊
か
な
歴
史
認
識
を

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
課
題
は
大
き
い
。
　
　
　
貧

九
八
七

・
九

・
三
）
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